
はじ めに

　 1 9 9 7 年(平成９ 年)に「 し ま ねレ ッ ド データ ブ ッ ク 」 が発行さ

れ、その後、2 0 0 4 年(平成1 6 年)に第1 次改訂、2 0 1 3 年(平成2 5 年)

に植物編、 2 0 1 4 年(平成2 6 年)に動物編の第2 次改訂が行われた。

昆虫については、 門脇（ 2 0 0 4 ）、 淀江（ 2 0 1 4 ） により 概説が行

われている 。 こ れら の概説は研究史を 含めた概説と なっ ており 、

完成度も 高い。 本改訂版の概説を 担当する にあたり 、 全面的に内

容を 改める こ と と し た。 本概説に合わせて門脇（ 2 0 0 4 ）、 淀江

（ 2 0 1 4 ） も 合わせて読んでいただく こ と をお勧めする 。

　 前回改訂以降のト ピッ ク と し て、 普通種の急激な減少が挙げら

れる 。 2 0 1 4 年の改訂時までは、 掲載種の原因と し て生息環境の

消失が主たるも のであっ た。 都市化や農地・ 山林・ 河川・ 海岸等

の開発・ 改変が進行する に従っ て、 昆虫の生息する環境が減少ま

たは消滅し 、 それにと も なっ て昆虫が減っ ていっ た。 し かし 、 近

年の状況は生息環境の変化を 伴わないこ と も 多い。 例えば、 植物

食の昆虫が減少し ている が、 寄主である 植物自体は存続し ている

よ う な事例である 。 こ れは昆虫減少（ in sec t d e c line ） と よばれ、

世界的な環境問題と し て認識さ れつつある。 昆虫減少が注目さ れ

る き っ かけと なっ たのは、 ド イ ツ の自然保護区において2 7 年間

で昆虫のバイ オマス総量が7 5 ％以上減少し ている こ と が報告さ

れたこ と である （ H a llm a nn  e t a l., 2 0 1 7 ）。 その後、 欧米各地

で同様に多く の昆虫が減少傾向にある こ と が報告さ れている。 こ

の報告を 受けて、 2 0 1 9 年にはド イ ツ では政府が「 昆虫保護行動

計画」 を 策定し ている。 こ のよう な研究を 実施する には、 長期的

なモニタ リ ングがなさ れているこ と が前提である。

　 日本でも 昆虫の減少、 特に普通種の個体数の低減は、 多く の愛

好家や研究者が実感し ている こ と であるが、 具体的なデータ は限

定さ れる 。 国内ではト ン ボやチョ ウ類を対象と し た長期観測が実

施さ れた例において、 いく つかの種が激減し たこ と や、 増加し た

種も いる こ と が報告さ れている。

島根県の昆虫相の特色

　 昆虫相の特色は、 総じ てみると 、 暖温帯の照葉樹林と 二次林に

生息する 種を主体と し て、 里地・ 里山と いっ た中山間地の昆虫が

多く 生息する地域と 言える 。 さ ら に、 自然度の高い海岸・ 沿岸に

生息する 昆虫が豊富であり 、 中国山地にはブナ帯の昆虫が残存し

ている 。 また、 河川や水田、 ため池と いっ た水域に生息する 昆虫

も 減少傾向にある が、 全国的にみれば豊富な地域である 。 その一

方、 草原的な環境は局所的であり 、 減少傾向が続いている。

　 固有性については、 島根県内に生息する 固有種・ 固有亜種も 存

在する 。 その多く は、 移動分散能力の低い地表性や水生の昆虫類

（ オサムシ類やチビ ゴミ ムシ類、 ダルマガムシ類の一部など ） で

ある。 また、 離島である 隠岐諸島があるため、 比較的移動能力の

ある種についても 固有性が認めら れる 。 具体的には、 オキオサム

シ、 オキマイ マイ カ ブリ 、 オキヤコ ン オサムシ、 オキナガゴミ ム

シ、 オキチャ イ ロ コ ガネ、 アオハナムグリ 島前亜種、 セダカ コ ブ

ヤハズカ ミ キリ 島前亜種、 ホシミ スジ隠岐亜種、 イ チモン ジチョ

ウ隠岐諸島亜種などがいる 。 隠岐固有と さ れた種が、 その後の調

査によ っ て本土側から 確認さ れる例も あるため、 継続的な調査研

究が必要である 。

・ 生息環境の多様性

　 島根県の本土側は東西に長く 、 昆虫の生息環境の特色と し て、

沿岸の低地から 中国山地まで起伏に富んだ地形が存在する 。 高山

帯と 潮汐の影響下にある 干潟は無いが、岩礁・ 砂浜や砂丘、汽水域、

低湿地、 照葉樹林、 広葉樹を 主体と し た二次林など、 多様な環境

が分布し ている 。 特に中山間地域が広いこ と も 特色である 。 中国

山地には限定的ではある がブナ林が点在し 、 山陽側に比べて地形

が急峻ではある が、 小規模な湿地なども ある。 中山間地域の昆虫

類はあまり 注目さ れていないが、 実際に調査を行っ てみる と 、 実

に多く の昆虫を 確認する こ と ができ る 。 特に地点を 決めて継続的

な調査では出現頻度の低い種も 確認でき る こ と が多い。

　 隠岐諸島は、 面積は本土側に比べる と 狭いが、 主要4 島だけを

比べても それぞれ地形や植生が異なっ ており 、 生息する 昆虫にも

違いがある 。 特に島後と 西ノ 島は高地にミ ズナラ 林があり 、 標高

4 0 0 ー6 0 0 m程度ではある が、 ブナ帯の昆虫が生息し ている 。 ま

た、岩礁海岸を 中心と し て自然度の高い海岸も 隠岐の特色である。

・ 記録さ れた種数

　 島根県で記録さ れた昆虫の正確な種数は不明である。 目録が整備

さ れていないこと が主たる原因ではあるが、 都道府県単位で昆虫の

種数を把握すること は、 情報源や公開方法の多様化によってますま

す困難になっている。 これはすでに目録が整備さ れている地域におい

ても同様である。 情報を更新すること の困難さ は年々増加し ている。

　 筆者の手元には、 国土交通省が公表し ている 「 河川環境データ

ベース」 の島根県内での調査データ （ 陸上昆虫およ び底生動物）

およ び筆者が携わっ た昆虫相調査（ ふる さ と 尺の内公園や宍道湖

グリ ーンパーク での昆虫調査など） で記録さ れた種のデータ ベー

スがあり 、 こ のデータ を 集計し てみた。 合わせて、 蛾類について

は、 三島秀夫氏よ り データ の提供を 受けた。 その結果、 7 9 1 2 種

が確認さ れた（ 2 0 2 5 年9 月時点）。 こ の種数の集計は不完全であ

り 、 特に種数の多い甲虫類やハエ類はカ ウント さ れていない種も

多いと 思われる 。 実際には9 0 0 0 種を 超える 昆虫が島根県から は

すでに記録さ れている と みら れる 。

表　 島根県産昆虫類の種数（ 仮集計、 2 0 2 5 年9 月時点）

イ シノ ミ 目 2

シミ 目 3

カ ゲロウ目（ 蜉蝣目） 8 1

ト ン ボ目（ 蜻蛉目） 9 5

ガロ アムシ目 1

ハサミ ムシ目（ 革翅目） 1 0

カ ワゲラ 目（ セキ翅目） 5 4

ナナフ シ目（ 竹節虫目） 5

バッ タ 目（ 直翅目） 1 1 7

カ マキリ 目（ 蟷螂目） 8

ゴキブリ 目（ 網翅目） 6

シロ アリ 目（ 等翅目） 2

チャ タ テムシ目 5

シラ ミ 目 2

アザミ ウマ目 2

カ メ ムシ目（ 半翅目） 1 0 1 7

ラ ク ダムシ目 1

ヘビ ト ン ボ目 5

アミ メ カ ゲロ ウ目（ 脈翅目） 5 4
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コ ウチュ ウ目（ 鞘翅目） 2 6 2 9

ネジレ バネ目 1 1

シリ アゲムシ目（ 長翅目） 1 2

ノ ミ 目 2

ハエ目（ 双翅目） 7 2 1

ト ビ ケラ 目（ 毛翅目） 1 4 0

チョ ウ目（ 鱗翅目） 2 3 1 2

ハチ目（ 膜翅目） 6 1 5

合　 計 7 9 1 2

レッ ド データ ブッ ク

　 掲載種について概観する 前に、 昆虫類を 対象と し たレ ッ ド リ ス

ト やレ ッ ド データ ブ ッ ク 作成の困難さ について述べる。 それは、

定量評価が難し いこ と である 。 定量評価する には、 個体数や出現

頻度の変動を把握するこ と が求めら れるが、 体サイ ズの小さ な昆

虫は観察が困難である こ と が多く 、 でき たと し ても 1 種にかかる

コ スト が大き く なっ てし まう 。 し ま ねレ ッ ド データ ブ ッ ク では、

前回と 同様に定性評価と し ている 。 今後、 環境DN Aなど の分析

手法が発達する と 、 昆虫を 対象と し た定量評価も 技術的には可能

になる かも し れない。 し かし 、 対象種が増える 一方の現状では、

コ スト や人材面の不足によ っ て、 十分な検討ができ ないのではな

いかと 予想する 。

　 次に環境省のレ ッ ド リ スト と の関係である。 島根県版レ ッ ド

データ ブッ ク の掲載種の違いは、 対象と なる 地域の範囲が異なっ

ている こ と である が、 全国的に希少になっ てき た種についても 島

根県版では未掲載である 場合がある 。 こ のよ う な環境省のレ ッ ド

リ スト の掲載種は、 今後、 島根県で減少する 種の候補種である た

め、 注目し ておく 必要がある。

　 評価が難し い種は近年になっ て確認さ れた種である。 例えば、

水生昆虫では、 近年になっ て発見・ 記載さ れた種も おり 、 減少傾

向は不明である も のの、 生息状況から すでに絶滅危惧種と 判定さ

れる ケースも ある ため掲載する 場合がある 。

　 絶滅危惧種と 個体数の密度の低い種（ いわゆる珍種） は区別が

難し いこ と がある。 こ れは生態や生活史の解明によっ て解決する

こ と も ある。こ れは、一般にレッ ド リ スト の改訂を重ねるこ と によっ

て情報が加えら れ、 単に珍し い種は削除さ れていく 傾向がある。

改訂版の掲載種

　 今回の再改訂にあたっ て、昆虫を担当する4 名の改定委員を含め、

全17 名の昆虫分科会を設置し 、 各分類群担当者から 提出さ れた候

補種と ラ ンク 付けについて検討し 、 分科会と し て決定し た。

　 総数は3 4 7 種である（ 亜種を含む）。 新規掲載種は4 7 種である。

　 目別ではコ ウチュ ウ目12 7 種、 チョ ウ目10 5 種（ チョ ウ類5 6 種

を 含む）、 カ メ ムシ目4 7 種、 ト ンボ目3 1種、 ハチ目12 種、 バッ タ

目8 種、 ト ビ ケラ 目6 種、 ハエ目5 種で、 アミ メ カ ゲロウ目2 種、 カ

ワゲラ 目・ カマキリ 目・ ハサミ ムシ目・ ガロアムシ目は1種である。

チョ ウ目のチョ ウ類と ト ンボ目は生息状況がよく 把握さ れているこ

と から 、 掲載さ れた種に大幅な変更は無い。 その一方、 種数の多

いコ ウチュウ目やチョ ウ目の蛾類は新たに選定さ れた種と ラ ンク か

ら 外れた種を含んでいる。ハチ目やハエ目は多数の種を含むグルー

プ ではあるが、 絶滅の危惧に瀕し ている 可能性を 検討でき る 情報

が不足し ており 、 今回の改訂でも 十分な検討ができなかっ た。

〔 絶滅〕

　 ヒ メ シロ チョ ウは2 0 1 4 年版において絶滅と 判定さ れた。 今回

の改訂においては、いずれも チョ ウ類のオオウラ ギン ヒ ョ ウモン 、

ヒ ョ ウモン モド キ、 ウスイ ロ ヒ ョ ウモン モド キが絶滅種と し て新

たに選定さ れた。 こ れら 3 種は、 前回の改訂でも 絶滅種と し て判

定する か議論になっ たが、時期尚早と し て見送ら れた経緯がある。

〔 絶滅危惧Ⅰ類〕

　 ト ン ボ目6 種、 カ ワゲラ 目1 種、 バッ タ 目1 種、 カ メ ムシ目1 種、

コ ウチュ ウ目1 1 種、 チョ ウ目1 7 種の計3 7 種が選定さ れた。

　 新規に掲載さ れた種は、 アオヤンマ、 ハッ チョ ウト ン ボ、 ナゴ

ヤサナエ、 アオハナムグリ 島前亜種、 ツ マグロ キチョ ウである。

こ の中でハッ チョ ウト ン ボと アオハナムグリ 島前亜種は2 0 0 4 年

版で は準絶滅危惧、 2 0 1 4 年版で 絶滅危惧II類と し て 掲載さ れ、

経年的な状況の悪化が顕著な種である 。

　 同様に生息状況の悪化が顕著な種と し て、 コ バネアオイ ト ト ン

ボ、 ナゴヤサナエ、 マイ コ アカ ネ、 ハラ ビ ロハン ミ ョ ウやカ ワラ

ハン ミ ョ ウ、 ダイ コ ク コ ガネなどが挙げら れる。 さ ら にコ カ ワゲ

ラ のよ う に2 0 年以上、 生息の確認ができ ない種も いる。 こ のよ

う な種はそう 遠く ない時期に島根県内から 絶滅し た可能性を 指摘

せざる を得ない状況である。

〔 絶滅危惧Ⅱ類〕

　 ト ン ボ目7 種、カ メ ムシ目4 種、コ ウチュ ウ目1 6 種、ハチ目2 種、

ハエ目1 種、 チョ ウ目1 8 種の計4 8 種が選定さ れた。

　 ケシゲン ゴロ ウ、 ヒ メ ケシゲン ゴロウ、 ツ ブゲン ゴロウ、 オオ

ミ ズスマシなどの種は、 こ れまで情報不足と し ても 扱われてこ な

かっ た種が今回掲載さ れている 。 と り わけ、 ケシゲン ゴロ ウ、 ツ

ブ ゲン ゴロ ウ、 オオミ ズスマシは2 0 0 0 年代はじ め頃までは、 各

地に普通にみら れた水生甲虫である。 こ の2 0 年間ほど で各地か

ら 急速に姿を 消し たこ と になる 。 カ ワラ ゴミ ムシ、 ヒ メ ミ ズスマ

シ、 コ ミ ズスマシ、 ク ロ ゲン セイ は、 2 0 1 4 年版では情報不足と

さ れていたが、 その後の情報の集積によ っ て判定が可能になっ た

種である 。 オナガアゲハ、 オオチャ バネセセリ は前回、 準絶滅危

惧と さ れていたが、 状況の悪化によっ てラ ンク が変更と なっ た。

〔 準絶滅危惧〕

　 ト ン ボ目1 5 種、 カ マ キリ 目1 種、 バッ タ 目3 種、 カ メ ムシ 目

2 1 種、 アミ メ カ ゲロ ウ目2 種、 コ ウチュ ウ目3 5 種、 ハチ目6 種、

ハエ目1 種、 チョ ウ目3 2 種の計1 1 6 種が選定さ れた。

　 2 0 1 4 年版で ク ロ コ ブ セス ジ ダルマ ガムシ と し て 掲載し た種

は、 その後の分類学的な変更によ り 、 出雲市を 基準（ タ イ プ） 産

地と し て記載さ れた新種イ ズモコ ブセスジダルマガムシと し て今

回掲載し た。 イ チモン ジチョ ウ隠岐諸島亜種も 新亜種と し て記載

さ れ、 今回、 亜種と し て評価を 行っ た。

〔 情報不足〕

　 バッ タ 目4 種、 ハサミ ムシ目1 種、 ガロ アムシ目1 種、 ト ン ボ目

3 種、 カ メ ムシ目2 1 種、 コ ウチュ ウ目6 5 種、 ハチ目4 種、 ハエ目

3 種、 ト ビ ケラ 目6 種、 チョ ウ目3 4 種の計1 4 2 種が選定さ れた。

ラ ンク から 外れた種

　 今回の評価において、 生息情報の充実などの理由によ り 、 以下

の種がラ ン ク 外と さ れた。 ごく 少ないと 考えら れていた種が実際

には多く の個体の生息が確認さ れた事例や環境・ 気候の変化で増

加傾向にある 種などがいる。

　 2 0 1 4 年版で準絶滅危惧と さ れた種の内、 9 種が今回の評価で

ラ ン ク 外と さ れた： ショ ウリ ョ ウバッ タ モド キ、 マエグロ ハネナ

ガウン カ 、 アヤヘリ ハネナガウン カ 、 エゾハルゼミ 、 アカ スジオ

オカ スミ カ メ ムシ、 スネケブカ ヒ ロコ バネカ ミ キリ 、 イ ッ シキキ

モン カ ミ キリ 、 タ ッ タ カ モク メ シャ チホコ 、 コ ト ラ ガ。
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　 2 0 1 4 年版で 情報不足と さ れた種の内、 3 3 種が今回の評価で

ラ ンク 外と さ れた： ムネアカ アワフ キ、 チッ チゼミ 、 キスジハネ

ビ ロウン カ 、 キボシマルウン カ 、 スケバハゴロ モ、 ヒ メ ベッ コ ウ

ハゴロ モ、 オオアシナガサシガメ 、 マダラ カ モド キサシガメ 、 ヒ

ゲナガサシガメ 、 オオメ ダカ ナガカ メ ムシ、 ウシカ メ ムシ、 ヤマ

ト タ マムシ、 アオマダラ タ マムシ、 ガロアムネスジダン ダラ コ メ

ツ キ、オオベニホソ ヒ ラ タ コ メ ツ キ、ムネアカ ツ ヤケシコ メ ツ キ、

シラ ホシダエン マルト ゲムシ、 ク ロ オオハナノ ミ 、 ヤノ ト ラ カ ミ

キリ 、 キュ ウシュ ウチビ ト ラ カ ミ キリ 、 アヤモン チビ カ ミ キリ 、

ハンノ キカ ミ キリ 、 ヒ メ マルミ ツ ギリ ゾウムシ、 ミ ツ ギリ ゾウム

シ、 ク ロ ホシタ マク モゾウムシ、 ギン ツバメ 、 ト ガリ バナミ シャ

ク 、 フ タ キスジエダシャ ク 、 ナカ スジシャ チホコ 、 ナチキシタ ド

ク ガ、ニセオオコ ブガ、スギタ ニゴマケンモン 、ゴマシオケンモン 。

検討の過程で議論になっ た種

　 今回の改定では掲載さ れなかっ たが、 個体数減少の傾向が危惧

さ れる 種や生息記録がある も のの標本など の確実な 記録の無い

種、 移入種の可能性がある 種などが含まれている。 今後、 減少傾

向が明確になっ た場合や，確実な生息記録が確認さ れた場合には，

掲載さ れる 可能性がある ため， 注目する必要がある 。

　 議論になっ た種： ヒ ラ タ ク ワガタ 、 ホソ ヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ、

アオヘリ アオゴミ ムシ、スナハラゴミ ムシ、ヤマト オサムシダマシ。

今後の課題

　 今後の昆虫類のレ ッ ド データ ブッ ク の改訂について、 筆者はあ

まり 明る い未来を 描く こ と ができ ない。 検討執筆体制の充実を は

かるこ と ができ たと し ても 、 それを 上回る 絶滅危惧種の増加が予

想さ れ、 未検討のまま取り 残さ れる 種が出る こ と や、 十分な検討

ができ ないままラ ン ク が決定さ れていく と いう 質の問題も 出てく

る だろ う 。 また、 レ ッ ド データ ブッ ク 掲載種を 根拠に採集を 規制

するよ う な条例も 各地で増えつつある 。 こ れでは愛好家の協力を

得るこ と も 難し い。 そのよ う な状況ではある が、 少し でも 改善で

き るこ と がないか、 いく つか挙げておき たい。

・ モニタ リ ング体制

　 昆虫の場合、 記録の多く は愛好家による 採集と 公表が基本であ

る 。 し かし ながら 、 採集と 標本作製を 基本と する愛好家の減少は

避けら れず、 また、 採集出来ない地域や種の増加は、 記録さ れる

機会の減少にも つながる 。 また、 販売目的などの大量採集などの

問題によ り 、 詳細な記録の公表を ためら う 機会も 増えてき た。

　 愛好家の採集以外にも 昆虫の記録は蓄積さ れている 。 公的なモ

ニタ リ ン グ調査や環境影響評価の調査によ る データ である。 法ア

セスのほか自主アセスも 行われており 、 公表さ れていないも のも

含めて膨大な知見が蓄積さ れている 。 こ の記録は、 縦覧期間のみ

の公開と なるこ と が多いが、例えば、島根県の自然保護部署にデー

タ が集約さ れれば、 改訂時に閲覧し て検討材料と でき る はずであ

る 。 も ち ろ んデジタ ル化によ る省力化も 必須である 。

・ 今後の改訂の間隔

　 次回の改訂を1 0 年後と 想定し た場合、 次回の改訂は今回よ り

も 困難が増すと 思われる 。 全面的に難し いと いう よ り は、 担当者

がいない分類群が出てく る こ と が考えら れる 。 こ のこ と を避ける

には、 リ スト のみの更新を 5 年後に改定する こ と を 提案し たい。

次につながる上でも ブラ ン ク を埋める こ と ができ る はずである 。  

・ デジタ ル化の必要性

　 島根県で記録さ れた昆虫の種数の把握は重要である が、 前述の

通り 困難を 伴う 。 多様な媒体において記録さ れた記録を 吸い上げ

て網羅的なリ スト を 行う には、 作成の時点においてデジタ ル化を

同時に行う こ と が必須である 。 情報技術の発達によ り 、 記録のデ

ジタ ル化を し ておけば、 完全なも のは難し いかも し れないが、 実

用的なデータ ベースの構築は十分可能になるだろ う 。

　 デジタ ル化は、 テキスト 化だけでなく 、 形態情報などの蓄積も

重要である 。 すなわち 、 画像データ （ 3 次元データ も 含めて ） と

し ての保存も 必要で ある 。 災害など によ っ て実物が失われた場

合、 貴重な証拠資料と なる。 こ の作業はデジタ ル機器の発達によ

り 、 公共施設だけでなく 、 個人でも 可能と なっ ている 。 例えば、

iN a tu ra lis tのよ う な非営利の世界的な データ ベース があり 、 個

人でも データ を 画像付き で投稿でき る 。 こ のデータ は地球規模生

物多様性情報機構G BIFと 連携し ており 、 市民科学や生物多様性

の解明に役立っ ている 。

・ 実物の重要性

　 デジタ ル化が進んでも 実物の価値は揺る ぎない。 分類学的な研

究の進展によ り 、 よ く 知ら れた種であっ ても 複数種が混じ っ てい

る 事例が起こ り える 。 こ の際には実物である標本を 再検討する必

要がある。 また、 古い標本であっ ても 遺伝子を 抽出し て分析する

こ と も 技術的に可能になっ ている 。 大量の昆虫標本を体系的に保

存でき る施設は収蔵庫のある 博物館などに限ら れ、 同時にコ レ ク

ショ ン の管理者も 必要である 。 収蔵施設の容量不足は永遠の課題

かも し れないが、 貴重な標本を ど う やっ て次の世代に残すかは、

現役世代の責任でも ある 。

・ 分布拡大する 種の扱い

　 外来種も 含め、 県内で分布を 拡大する 種が増えつつある 。 アオ

マツ ムシは、 侵入年は古いが、 現在は山林にまで生息地を 拡大し

ている。 騒音と 言える ほどの音で鳴く が、 在来種に音響コ ミ ュ ニ

ケーショ ン に影響を 与えている のかどう か不明な点が多い。 キマ

ダラ カ メ ムシは近年、県内で広く 見ら れる よう になっ た種である。

　 レ ッ ド データ ブッ ク の掲載種では、 コ ガタ ノ ゲン ゴロ ウがあげ

ら れる 。 島根県では1 9 9 0 年代にも 県内に残存し ていたが、 非常

に限ら れた場所に生息し ていた。 2 0 1 0 年代には徐々に成虫の確

認例が増える よ う になり 、 2 0 2 0 年代には確認さ れる 個体数も 一

度に1 0 ー3 0 頭がみつかる こ と も あり 、 さ ら に幼虫も 野外で確認

さ れる よう になっ た。本種は幼虫の成育に高温が有利に働く ため、

気候の温暖化が影響し ている と 考えら れている 。 こ のまま増加し

て、 絶滅危惧種ではなく なる のかど う か、 注視する 必要がある。

近年の気候温暖化は凄まじ く 、 今回のレ ッ ド データ ブッ ク の掲載

種ではないが、 イ シガケチョ ウ、 タ イ ワン ウチワヤンマ、 ベニト

ン ボなど南方種の分布拡大傾向が続いている。

・ 気候変動の影響

　 温暖化に伴う 分布拡大種については上記で述べたが、 大き く 懸

念さ れるのは、 冷涼な気候に適応し ている 種である 。 最終氷期に

西日本に生息し ていた北方系種は、 その後の気候の温暖化で絶滅

する か、 分布域を狭めて生き 残っ たと 推定さ れる 。 中国山地の比

較的冷涼な地域に生息する種についても 、 今後の気温上昇によっ

て絶滅する 種が出てく る 可能性がある 。 気温だけでなく 、 積雪量

の減少や渇水期の長期化によ っ て、 林床や湿地の乾燥化、 河川水

温の低下や水量低下が及ぼす影響も 重大である 。 具体的には、 湿

地性のスゲハムシやク ロ ガネネク イ ハムシ、 カ ラ フ ト ゴマフ ト ビ

ケラ などの種が挙げら れる。

・ 保全

　 昆虫の減少に対し て、 も はや猶予はなく 、 積極的な保全を 行う
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段階にある と 言える 。 世界的に取り 組むべき は温暖化を 主と する

気候変動への対応である が、 自治体から 個人レ ベルで取り 組むこ

と ができ る 保全も 多く ある 。

　 具体的な事例と し ては、 自然共生サイ ト がある。 民間の取組等

によ っ て 生物多様性の保全が図ら れて いる 区域を 登録する 制度

で、 特に人為的な環境の改変など が希少種の生息環境の維持や

向上に寄与し ている 場合、 効果が期待でき る 。 取り 組む主体は多

様ではある が、 資金や人材、 継続性のこ と を 考えれば、 N POや

N G O、 企業などの組織的な取り 組みも 重要である 。

　 絶滅危惧種を 対象にし た保全も よ り 強力に進める 必要がある 。

近い将来に絶滅が危惧さ れる よう な種についても 、 飼育する と 容

易に繁殖し やすい種がいる 。 こ のよ う な種は飼育によ る 系統保存

も 可能なため、 屋外での存続が難し く なる 前に域外保全を確立し

ておく こ と が理想である 。 と り わけ域外保全においては、 遺伝的

な劣化を 防ぐ ため、 十分な個体数で飼育を 開始する 必要がある。
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昆虫類掲載種一覧 計3 4 7 種

絶滅（ E X ）
・ ヒ メ シロチョ ウ ↑オオウラ ギン ヒ ョ ウモン ↑ウスイ ロ ヒ ョ ウモンモド キ

↑ヒ ョ ウモン モド キ 計4 種

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
・ コ バネアオイ ト ト ン ボ ↑アオヤン マ ・ ヒ ロ シマサナエ

↑ナゴヤサナエ ・ マイ コ アカ ネ ↑ハッ チョ ウト ン ボ

・ コ カ ワゲラ ・ カ ワラ バッ タ ・ タ ガメ

・ ハラ ビ ロハン ミ ョ ウ ・ カ ワラ ハン ミ ョ ウ ・ オオヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ

・ イ ワタ メ ク ラ チビゴミ ムシ ・ イ ソ チビ ゴミ ムシ ・ マルコ ガタ ノ ゲン ゴロ ウ

・ ゲン ゴロウ ・ シャ ープゲン ゴロ ウモド キ ・ ダイ コ ク コ ガネ

↑アオハナムグリ 島前亜種 ・ オオハナカ ミ キリ ・ キバネセセリ

・ ホシチャ バネセセリ ・ コ キマダラ セセリ ↑ツマグロ キチョ ウ

・ ルーミ スシジミ ・ ウラ ナミ アカ シジミ ・ キマダラ ルリ ツ バメ

・ ク ロ シジミ ・ シルビ アシジミ ・ ゴマシジミ

・ ヒ メ シジミ 本州・ 九州亜種 ・ ホシミ スジ瀬戸内亜種（ 注１ ） ・ ウラ ギン スジヒ ョ ウモン

・ シータ テハ ・ ウラ ナミ ジャ ノ メ 本土亜種 ・ ウラ ジャ ノ メ

・ ク ロ ヒ カ ゲモド キ 計3 7 種

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
・ オツ ネント ン ボ ・ グンバイ ト ン ボ ・ ベニイ ト ト ン ボ

↓モート ンイ ト ト ンボ ・ ネアカ ヨ シヤンマ ・ ハネビ ロ エゾト ン ボ

・ キイ ロ ヤマト ン ボ ・ コ オイ ムシ ・ ゴミ アシナガサシガメ

・ コ エゾゼミ ・ サイ カ チマダラ キジラ ミ ◇カ ワラ ゴミ ムシ

・ ハマベゴミ ムシ ○ケシゲン ゴロ ウ ○ヒ メ ケシゲン ゴロ ウ

○ツ ブゲンゴロ ウ ○キベリ マメ ゲンゴロ ウ ・ コ ガタ ノ ゲン ゴロ ウ

◇ヒ メ ミ ズスマシ ◇コ ミ ズスマシ ○オオミ ズスマシ

・ オキチビハネカ ク シ ・ オオツ ノ ハネカ ク シ ○ヒ ョ ウタ ンヒ メ ド ロムシ

◇ク ロ ゲンセイ ○ク ロガネネク イ ハムシ ・ ツヤネク イ ハムシ

・ オオズグロ メ バエ ↓カ バフ キシタ バ ・ ギン イ チモン ジセセリ

・ スジグロチャ バネセセリ ↑オオチャ バネセセリ ・ ミ ヤマチャ バネセセリ

・ ギフ チョ ウ ↑オナガアゲハ ・ スジボソ ヤマキチョ ウ

・ オナガシジミ ・ ウスイ ロ オナガシジミ ・ ミ ド リ シジミ

・ ヒ ロ オビミ ド リ シジミ ・ ミ ヤマカ ラ スシジミ ・ カ ラ スシジミ

・ ク モガタ ヒ ョ ウモン ・ ミ スジチョ ウ ・ オオムラ サキ

・ ヒ メ ヒ カ ゲ中部・ 近畿・ 中国地方亜種 ・ ニッ ポン ハナダカ バチ ・ キバラ ハキリ バチ 計4 8 種

準絶滅危惧（ N T ）
・ アオハダト ン ボ ○オオイ ト ト ン ボ ・ ムスジイ ト ト ン ボ

・ ホソ ミ イ ト ト ン ボ ・ ムカ シト ン ボ ・ サラ サヤンマ

昆
虫
類

102102



・ カ ト リ ヤン マ ・ ルリ ボシヤン マ ・ ヒ メ サナエ

・ タ ベサナエ ・ キイ ロ サナエ ・ ムカ シヤンマ

・ エゾト ンボ ・ ヒ メ アカ ネ ・ ミ ヤマアカ ネ

・ ハマスズ ・ セグロ イ ナゴ ・ ヤマト マダラ バッ タ

・ ウスバカ マキリ ・ ヒ メ ミ ズカ マキリ ・ ホッ ケミ ズムシ

・ オオミ ズムシ ・ ウミ ミ ズカ メ ムシ ○ナギサミ ズカ メ ムシ

・ オヨ ギカ タ ビ ロ アメ ン ボ ・ エサキアメ ン ボ ↓ズイ ムシハナカ メ ムシ

・ アダチアカ サシガメ ・ ハマベナガカ メ ムシ ・ ヨ ツ モン カ メ ムシ

・ ハマベツチカ メ ムシ ・ シロヘリ ツ チカ メ ムシ ・ アオク チブト カ メ ムシ

・ アカ アシク チブト カ メ ムシ ・ フ タ テン カ メ ムシ ・ エゾゼミ

・ アカ エゾゼミ ・ ハルゼミ ・ ヒ メ ハルゼミ

・ エノ キカ イ ガラ キジラ ミ ・ ハマベウスバカ ゲロ ウ ○キバネツ ノ ト ン ボ

・ セアカ オサムシ ・ イ ズモメ ク ラ チビ ゴミ ムシ ・ タ イ シャ ク ナガチビゴミ ムシ

・ コ マルケシゲン ゴロ ウ ○マルガタ ゲン ゴロ ウ ○シマゲン ゴロ ウ

○ク ロ ゲンゴロ ウ ・ コ オナガミ ズスマシ ・ ミ ズスマシ

・ チュ ウブホソ ガムシ ○ク ニビ キアカ ダルマガムシ ◇イ ズモコ ブセスジダルマガムシ（ 注２ ）

・ ルリ ク ワガタ ・ ニシコ ルリ ク ワガタ ・ ヒ メ オオク ワガタ

・ コ ブナシコ ブスジコ ガネ ・ オオセン チコ ガネ ・ シナノ エンマコ ガネ

・ ミ ツ ノ エン マコ ガネ ・ ニセマグソ コ ガネ ・ オオチャ イ ロ ハナムグリ

・ アカ マダラ ハナムグリ（ アカ マダラ コ ガネ） ・ ヨ コ ミ ゾド ロ ムシ ・ アヤスジミ ゾド ロ ムシ

・ ケスジド ロ ムシ ・ ハガマルヒ メ ド ロ ムシ ○セマルヒ メ ド ロ ムシ

・ イ ソ ジョ ウカ イ モド キ ・ オオキノ コ ムシ ・ マク ガタ テン ト ウ

◇フ タ スジカ タ ビ ロハナカ ミ キリ ◇オオホソ コ バネカ ミ キリ ・ ヨ コ ヤマヒ ゲナガカ ミ キリ

・ キン イ ロネク イ ハムシ ・ スゲハムシ（ キヌ ツヤミ ズク サハムシ） ・ ムネグロ メ バエ

○ヤホシホソ マダラ ・ オキナワルリ チラ シ ・ フ ジキオビ

・ シロ シモフ リ エダシャ ク ・ ク ロウスタ ビ ガ ◇スキバホウジャ ク

・ ネズミ ホソ バ ・ ク ロシモフ リ アツ バ ○ヒ メ シロ シタ バ

・ コ シロ シタ バ ・ ホソ バミ ツ モンケン モン ・ ク ビ グロ ケン モン

◇ク ビ ジロツ メ ヨ ト ウ ◇ト ビイ ロ アカ ガネヨ ト ウ ・ ヨ スジキリ ガ

・ ナマリ キリ ガ ○ヘリ グロ チャ バネセセリ ↓ジャ コ ウアゲハ

・ ウラ ゴマダラ シジミ ・ ウラ キン シジミ ・ ヒ サマツ ミ ド リ シジミ

・ キリ シマミ ド リ シジミ ・ ウラ ジロ ミ ド リ シジミ ・ ハヤシミ ド リ シジミ

・ エゾミ ド リ シジミ ・ ク ロミ ド リ シジミ ・ フ ジミ ド リ シジミ

・ スギタ ニルリ シジミ ↓メ スグロ ヒ ョ ウモン ○イ チモン ジチョ ウ隠岐諸島亜種

・ アサマイ チモン ジ ・ ホシミ スジ隠岐諸島亜種（ 注３ ） ・ ヤマト スナハキバチ

・ キオビ ホオナガスズメ バチ本州亜種 ・ ホシト ガリ ハナバチ（ 注４ ） ・ キヌ ゲハキリ バチ

・ ネジロ ハキリ バチ ・ シロスジコ シブト ハナバチ 計1 1 6 種

情報不足（ D D ）
○オグマサナエ ○コ サナエ ○ホン サナエ

◆ガロ アムシ類 ・ イ ソ ハサミ ムシ ・ カ ヤコ オロギ

・ コ バネコ ロ ギス ・ ハタ ケノ ウマオイ ○ク ルマバッ タ

・ ミ ヤケミ ズムシ ◆ト ゲナベブタ ムシ ・ ミ ズカ メ ムシ

・ イ ト アメ ン ボ ○セアカ アメ ン ボ ・ キバネアシブト マキバサシガメ

・ アシマダラ アカ サシガメ ・ ク ロバアカ サシガメ ・ ク ビ アカ サシガメ

・ ウデワユミ アシサシガメ ・ ヒ メ マダラ ナガカ メ ムシ ・ イ シハラ カ メ ムシ

・ ノ コ ギリ カ メ ムシ ◆フ ト ハサミ ツ ノ カ メ ムシ ・ エゾツ ノ カ メ ムシ

○キュ ウシュ ウエゾゼミ ◆シリ アカ ハネナガウン カ ・ アリ ヅカ ウン カ

・ カ タ ビ ロク サビ ウン カ ・ キノ カ ワハゴロモ ・ シャ シャ ンボキジラ ミ

・ コ ハン ミ ョ ウ ・ アイ ヌ ハン ミ ョ ウ ・ コ ニワハンミ ョ ウ

・ ホソ ハンミ ョ ウ ○ヒ ョ ウタ ン ゴミ ムシ ○ムラ サキオオゴミ ムシ

・ ノ ツ メ ク ラ チビ ゴミ ムシ ・ ササジメ ク ラ チビ ゴミ ムシ ・ マシダナガゴミ ムシ

・ オキナガゴミ ムシ ・ ウミ ホソ チビ ゴミ ムシ ・ ウミ ミ ズギワゴミ ムシ

・ マダラ コ ガシラ ミ ズムシ ・ ムツボシツ ヤコ ツ ブゲンゴロ ウ ・ オニギリ マルケシゲン ゴロ ウ（ 注５ ）

・ エゾコ ガムシ ・ ヤマト モン シデムシ ・ ウマヅラ イ ソ ハネカ ク シ
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・ ツ マグロマルハナノ ミ ・ ホソ キマルハナノ ミ ・ オニク ワガタ

・ マダラ ク ワガタ ・ ネブト ク ワガタ ・ ムネアカ セン チコ ガネ

・ ツ ノ コ ガネ ・ ク ロオビ マグソ コ ガネ ○オオマグソ コ ガネ

○ニセオオマグソ コ ガネ ○ケブカ マグソ コ ガネ ・ セスジカ ク マグソ コ ガネ

・ オキチャ イ ロ コ ガネ ・ オオタ ケチャ イ ロ コ ガネ ・ アオアシナガハナムグリ

・ ババチビド ロ ムシ ・ ヒ ゲナガヒ ラ タ ド ロ ムシ ・ ク ロ マダラ タ マムシ

・ カ ド ワキツ ヤミ ズギワコ メ ツ キ ・ ヒ メ ボタ ル ・ スジグロ ボタ ル

・ ルリ ヒ ラ タ ムシ ・ キイ ロ テン ト ウゴミ ムシダマシ ・ オキツ ヤヒ サゴゴミ ムシダマシ

◆ベーツ ヒ ラ タ カ ミ キリ ○オオク ロ カ ミ キリ ○ケブカ マルク ビ カ ミ キリ

・ ク ロ ソ ンホソ ハナカ ミ キリ ・ ヒ ゲシロ ホソ コ バネカ ミ キリ ○ヨ ツ ボシカ ミ キリ

・ ク ロ サワヒ メ コ バネカ ミ キリ ○ニッ ポン モモブト コ バネカ ミ キリ ・ ト ラ フ ホソ バネカ ミ キリ

・ ルリ ボシカ ミ キリ ・ オオアオカ ミ キリ ○チャ イ ロ チビ ヒ ラ タ カ ミ キリ

・ モン ク ロベニカ ミ キリ ○ケナガカ ミ キリ ・ タ キグチモモブト ホソ カ ミ キリ

・ ク ビ アカ モモブト ホソ カ ミ キリ ・ セダカ コ ブヤハズカ ミ キリ （ 注６ ） ○ヒ メ ビ ロ ウド カ ミ キリ

・ アサカ ミ キリ ・ バッ キン ガムカ ギアシゾウムシ ・ タ カ ハシト ゲゾウムシ

・ ババスゲヒ メ ゾウムシ ・ モジャ モジャ ツチイ ロ ゾウムシ ・ ネグロ ク サアブ

・ ケン ラ ンアリ ノ スアブ ・ ゴヘイ ニク バエ ・ アイ ミ ヤマシマト ビケラ

・ ビ ワアシエダト ビケラ ・ モリ ク サツ ミ ト ビ ケラ ・ ギン ボシツツ ト ビ ケラ

・ ウジセト ト ビケラ（ ウジヒ メ セト ト ビケラ ） ・ カ ラ フ ト ゴマフ ト ビ ケラ ○オオヤマスカ シク ロバ

○ルリ ハダホソ ク ロバ ・ ハマゴウノ メ イ ガ ○ト ギレ フ ユエダシャ ク

・ ク ロ モンチビ ヒ メ シャ ク ・ ムネシロ テン カ バナミ シャ ク ・ ワタ ナベカ レ ハ

◆スカ シサン ・ オナガミ ズアオ ・ ギン ボシスズメ

・ エゾク シヒ ゲシャ チホコ ・ ウスジロ ド ク ガ ・ ト ラ サン ド ク ガ

・ シロ ホソ バ ○ミ カ ボコ ブガ ○キシタ アツバ

・ ムラ サキシタ バ ・ ナマリ キシタ バ ・ ヨ シノ キシタ バ

・ ヒ メ アシブト ク チバ ・ ヒ メ ネグロ ケンモン ・ ウスズミ ケン モン

○ハイ イ ロハガタ ヨ ト ウ ◆ツ ク シカ ラ スヨ ト ウ ・ キスジウスキヨ ト ウ

○ギン モンアカ ヨ ト ウ ○チビウスキヨ ト ウ ・ アヤモク メ キリ ガ

○サヌ キキリ ガ ◆ムラ サキミ ツ ボシキリ ガ ○ミ スジキリ ガ

・ ムラ サキハガタ ヨ ト ウ ◆ゴイ シシジミ ・ オオミ ド リ シジミ

・ ウマノ オバチ ・ キバジュ ズフ シアリ ・ ダルマアリ

・ フ ク イ アナバチ 計1 4 2 種

（ 注１ ） ホシミ スジ近畿地方以西亜種　 →　 ホシミ スジ瀬戸内亜種

 分類の細分化によ る 亜種名の変更

（ 注２ ） ク ロコ ブセスジダルマガムシ　 →　 イ ズモコ ブセスジダルマガムシ

 ク ロコ ブセスジダルマガムシと さ れた種には複数が含まれており 、 その中の島根半島に分布する種が新種と し て記載さ れた。

（ 注３ ） ホシミ スジ隠岐亜種　 →　 ホシミ スジ隠岐諸島亜種

 「 隠岐」 と 「 隠岐諸島」 の表記の統一

（ 注４ ） チビト ガリ ハナバチ　 →　 ホシト ガリ ハナバチ

 かつては「 チビト ガリ ハキリ バチ　 Co e liox y s b rev is」 と さ れていたが、 本邦産の種は「 ホシト ガリ ハナバチ　 C. fo rm os ic o la」

である こ と が判明し た。

（ 注５ ） マルケシゲン ゴロ ウ　 →　 オニギリ マルケシゲン ゴロ ウ

 マルケシゲン ゴロ ウと さ れた種には複数が含まれており 、 新種と し て記載さ れた際に和名も 変更さ れた。

（ 注６ ） ダイ セン セダカ コ ブヤハズカ ミ キリ 　 →　 セダカ コ ブヤハズカ ミ キリ

 前回改訂では県内に分布する1 種（ 1 亜種） と し て 評価し たが、 その後に４ 亜種（ 隠岐島後・ 島根半島亜種、 隠岐島前亜種、 

中国地方中部亜種、 中国地方西部亜種） に再分類さ れた。 今回改定ではすべての亜種を含む種と し て評価し た。

【 記号説明】

・ ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 2 6 6 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 1 0 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 5 種）

○： 新規掲載種（ 4 7 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 1 0 種）

◆： 情報不足への変更種（ 9 種）
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【 掲載順の準拠文献等】

　 M iso f, B . e t a l. (2 0 1 4 ) P hy lo g enom ic s reso lv e s th e  tim in g  a nd  pa tte rn  o f in se c t e v o lu tio n . Sc ien ce  3 4 6 , 7 6 3 -7 6 7 .

　 尾園　 暁・ 川島逸郎・ 二橋　 亮（ 2 0 1 2 ）「 日本のト ン ボ」 文一総合出版．

　 日本直翅類学会編（ 2 0 1 6 ） 日本産直翅類標準図鑑． 学研．

　 平嶋義宏・ 森本　 桂　 監修（ 2 0 0 8 ） 新訂 原色昆虫大圖鑑　 第Ⅲ巻． 北隆館．

　 上野俊一ほか編（ 1 9 8 5 ） 原色日本甲虫図鑑Ⅱ． 保育社．

　 黒澤良彦ほか編（ 1 9 8 5 ） 原色日本甲虫図鑑Ⅲ． 保育社．

　 林　 匡夫ほか編（ 1 9 8 5 ） 原色日本甲虫図鑑Ⅳ． 保育社．

　 国土交通省（ 2 0 1 7 -2 0 1 5 ） 河川環境データ ベース． https ://w w w .n ilim .g o .jp /la b/fb g /k sn k a n k y o/ind e x .h tm l

　 神保宇嗣（ 2 0 1 6 ） List-M j日本産蛾類目録[v .3 ]

　 猪又敏男・ 植村好延・ 矢後勝也・ 神保宇嗣・ 上田恭一郎編（ 2 0 1 3 ） 日本昆虫目録第7 巻麟翅目． と う か書房． 日本昆虫学会発行．

　 日本直翅類学会編（ 2 0 0 6 ）「 バッ タ ・ コ オロ ギ・ キリ ギリ ス大図鑑」 北海道大学出版会．
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選定理由

　 島根県から 広島県境の呑谷峠（ のんだにだわ） で1 9 5 2 年７ 月1 2 日

に平田信夫氏が採集し た１ オスが唯一の記録。 その後、 周辺は放牧の衰

退に伴っ て草原環境が一変し 、 現在は絶滅し ていると 判断さ れる。

概　 　 要

　 翅長2 0 ー2 4 mmの小型種。 食草ツルフ ジバカ マの生える草地に生息。

北海道、 本州、 九州に産するが西日本では広島県旧・ 野町、 阿蘇山・ 九

重山のみから 知ら れていた。 近年、 倉敷市立自然史博物館に寄贈さ れた

平田信夫氏（ 元・ 松江高校教員） のコ レ ク ショ ン中に「 呑谷」 ラ ベルの

本種１ オスがあり 、 こ れについて土橋重人・ 淀江賢一郎・ 奥島雄一の３

氏が仔細に検討し た結果、 呑谷峠の島根県側で採集さ れたも のに間違い

ないこ と が判明し た。 また、 淀江は森山正治氏採集のウスイ ロヒ ョ ウモ

ンモド キを 再検討し たが、 こ れによっ ても ヒ メ シロ チョ ウが生息し てい

たこ と は間違いないと 判断さ れた。

県内での生息地域・ 生息環境

　 奥出雲町（ 旧仁多町） 呑谷峠は、 当時は放牧によっ て毛無山山頂から

峠まで本種生息に適し た大規模なシバ草原であっ たが、 現在は森林化し

て生息環境が失われ、絶滅し ていると 判断さ れる。なお、広島県庄原市（ 旧

高野町） も 中国地方唯一の生息地だっ たが1 9 9 2 年には絶滅し たと さ れ

る。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

土畑重人・ 淀江賢一郎・ 奥島雄一（ 2 0 0 8 ） 島根県産ヒ メ シロ チョ ウ標本の発見と 記録の検証． すかし ば,（ 5 6 ）： 6 5 -7 7 .
淀江賢一郎（ 2 0 2 3 ） 島根県吞谷峠のウスイ ロ ヒ ョ ウモン モド キ． すかし ば, (7 0 ): 4 9 -5 3 .

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠB 類(E N )撮影者（ 提供者）： 平田信夫

絶滅（ E X ）

ヒ メ シロチョ ウ
チョ ウ目シロチョ ウ科

Lep tid e a  am u ren sis （ M en etries,1858）

ー
絶滅

（ EX ）

絶滅
（ EX）

選定理由

　 1 9 7 0 年代以降急激に減少し 、最後まで記録があっ た隠岐（ 知夫里島）

でも 2 0 0 0 年当初に絶滅し ていると 判断さ れる。

概　 　 要

　 翅長3 3 ー4 2 mm前後で、 メ スは大型になる 。 同属のウラ ギン ヒ ョ ウ

モンに酷似するが、 翅外縁部斑紋がハート 型で識別は容易。 年１ 回、 ６

月上旬ごろ から 発生し ７ 月に多く 見ら れる 。 夏寝後、 1 0 月ごろ にも 活

動する。 オスは敏速に飛翔し オカ ト ラ ノ オ、 アザミ などを訪れるが、 メ

スは不活発でアキグミ のブッ シュ 内に潜んでいるこ と が多い。 近年、 全

国的に衰亡が著し く 、残さ れた産地は鹿児島県、佐賀県、長崎県、大分県、

熊本県、 山口県などに数カ 所し かない。 県内では、 松江市枕木山、 大田

市三瓶山などで記録がある。 おも な生息環境は、 石灰岩台地、 火山性草

原、 牧場、 自衛隊演習場などの大規模な草原で、 スミ レ 、 ツボスミ レ な

どが多く 見ら れると こ ろ に限ら れている。

　 隠岐諸島の本種は、 三島寿雄氏が西ノ 島（ 大山の蝶） で、 久保田直哉

氏が知夫里島（ CY GN U S） で報告し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 隠岐諸島（ 知夫里島の放牧地） が残さ れた唯一の生息地であっ たが、

1 9 8 7 年から 始まっ た松枯れ対策殺虫剤空中散布や放牧場の近代化（ い

わゆる 放牧ではなく 、 餌と 寝床を 用意する 新し い放牧）。 こ れによ っ て

メ スのねぐ ら であっ たアキグミ の灌木がすべて伐採さ れ、 放牧地が大型

重機によっ てでこ ぼこ がなら さ れ、 平坦な地形に改編さ れスミ レ に悪影

響を与えた。

存続を脅かし た原因

　 放牧場の近代化による自然草原の荒廃、 殺虫剤空中散布（ 淀江の調査

方法はろ 紙を 半径５ k m以内の2 0 カ 所に置いて、 その殺虫剤降下量を 横

浜の国立大学で調べたも の。 モンキチョ ウ幼虫はすべて死亡し た。）

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献

門脇久志（ 2 0 1 9 ） 隠岐諸島の昆虫に関わる 覚書書き ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, (2 3 ): 7 7 -1 1 6 .
宮武頼夫編（ 1 9 9 6 ）「 青木浩コ レク ショ ン 目録」 大阪市立自然史博物館収蔵資料目録第2 8 集．
長田傭平（ 2 0 2 3 ） 大阪市立自然史博物館所蔵隠岐諸島産オオウラ ギン ヒ ョ ウモン の標本． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (2 6 ): 2 6 1 -2 6 3 .
白水　 隆（ 1 9 8 8 ） オオウラ ギン ヒ ョ ウモン はなぜ消えたか． SATSU MA ,（ 1 0 0 ）： 3 6 3 -3 6 5 ．
淀江賢一郎（ 1 9 8 8 ） 隠岐・ 知夫里島における 殺虫剤空中散布によ る オオウラ ギン ヒ ョ ウモン の衰亡． 日本昆虫学会中国支部平成２ 年度例会発表資料． 1 p．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類(C R )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅（ E X ）

オオウラ ギンヒ ョ ウモン
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

Fab ricia n a  n e rip p e （ C. et R. Feld er, 1862）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅
（ EX）
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選定理由

　 中国山地の主と し て放牧によっ て形成さ れた草原に局所的に10 0 カ 所

余り 生息地があっ たが、 19 9 0 年代から 各地で急激に衰退し 、 多く の個体

群が既に絶滅し た。 三瓶山は、 国内分布の西限でも あっ たが2 010 年ごろ

には絶滅し たと 判断さ れる。 自然公園法指定動物。 種の保存法指定種。

概　 　 要

　 標高4 0 0 ー8 0 0 ｍ前後のススキ・ カ ヤを 主体と する 乾性草原に生息。

幼虫は低標高地でカ ノ コ ソ ウ、 高標高地でオミ ナエシを摂食する。 成虫

は６ 月中旬から ７ 月中旬に現れ、 草原を ゆる やかに飛翔する。 国内で

存続が確認さ れている本種の個体群は2 0 2 5 年時点で２ カ 所余に過ぎな

い。 本種は東アジア（ 中国北部・ 朝鮮半島・ 沿海州など） にも 分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 本種が確認さ れていたのは三瓶山と 奥出雲町（ 旧仁多町）。 三瓶山では

中茎ススキ草原の下に生育するオミ ナエシをおも な食草と し ている。 成

虫期は７ 月上・ 中旬で、吸蜜植物はおも にオカト ラ ノ オ。 かつては東の原、

男三瓶山頂、 室の内など三瓶山のあちこ ちで成虫が見ら れたが、 2 0 0 0

年には女三瓶山頂に残存するのみと なっ た。 こ こ では島根県などによる

保全事業が取り 組まれ、 2 0 0 6 年には4 5 0 個体の成虫発生（ 標識再捕に

よる推定値） が確認さ れ、 男三瓶山頂や東の原にも 一時的に個体群が復

活し たが、 その後2 0 0 6 年豪雨（ 卵期） や2 0 0 7 年台風（ 成虫期） の影

響で衰退し 、 2 0 0 8 年以降、 個体群は飼育・ 放虫による「 対策依存状態」

に陥っ ていた。 その後は発生がまっ たく 確認さ れていない現状にある。

　 奥出雲町（ 旧仁多町） の呑谷峠でも 採集さ れた個体が複数現存し てい

る。 阿井の農業改良普及所に勤務し ておら れた森山正治氏が、 平田信夫

氏によるヒ メ シロ チョ ウ発見に触発さ れて、 現地を訪れ発見、 採集さ れ

たも のである。 その後こ の周辺は放牧が終わり 、 草原環境は失われた。

存続を脅かし た原因

　 三瓶山では過放牧や放牧の終了など良好な草原環境の消失。 本種の衰

亡の基本的な要因はマク ロに見ると 山全体を広く 使っ た放牧の廃止であ

り 、 ミ ク ロに見る と 屋根の吹き 替えに使っ たカ ヤが使われなく なり 、 カ

ヤ場の管理が出来なく なっ たためである。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献
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三宅誠治（ 2 0 2 1 ） 珠玉の標本箱 日本産蝶類標本写真およ びデータ ベース(2 4 )ヒ ョ ウモン モン モド キ・ ウスイ ロヒ ョ ウモン モド キ・ コ ヒ ョ ウモン モド キ． Ｎ Ｒ C出版．
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淀江賢一郎編（ 2 0 0 0 、 2 0 0 1 ）「 ウスイ ロヒ ョ ウモン モド キの衰亡と 保護-激減する 草原性チョ ウ類の保護を めざし て-」 第一集． 9 4 pp , 第二集,8 6 pp . ホシザキグリ ーン 財団．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

分布限界種（ 西限）

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類(C R )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅（ E X ）

ウスイ ロヒ ョ ウモンモド キ
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

M elita ea  p ro tom ed ia  M en etries, 1858

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅
（ EX）

選定理由

　 1 9 8 0 年代より 全国的に衰亡が著し く 、 日本国内から の絶滅が憂慮さ

れている。 県内でも 1 9 9 0 年代には絶滅し たも のと 判断さ れる。

概　 　 要

　 翅長2 6 ー3 0 mm。 ６ 月中旬ごろ から ７ 月上旬にかけて年１ 回、 食草

のタ ムラ ソ ウやキセルアザミ が繁殖する湿地に発生、 ゆるやかな飛び方

でノ アザミ 、ヒ メ ジョ オンなどの花をよく 訪れる。 関東地方、中部地方、

中国地方に局地的に生息し ていた。 全国的に衰亡が著し く 絶滅し た産地

も 多い。 広島県の大和町周辺は国内で残さ れた唯一の生息地で「 種の保

存法」 によっ て保護さ れている。 多産地だっ た広島県東部での極端な個

体数の減少は湿地の乾燥化、 植生遷移、 開発などの影響も さ るこ と なが

ら 、 採集圧が大き な原因のひと つだっ たよう に思われる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 浜田市（ 旧金城町）、 邑南町（ 旧瑞穂町） の２ カ 所（ いずれも 執筆者

によ る 発見）。 産廃処分場と し て埋め立てで湿地が破壊さ れ、 絶滅し た

と 推測さ れる 。

存続を脅かし た原因

　 湿原環境の破壊。

（ 執筆者： 淀江　 賢一郎）

●参考文献
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カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

絶滅危惧ⅠA 類(C R )撮影者（ 提供者）： 筆谷憲一

絶滅（ E X ）

ヒ ョ ウモンモド キ
チョ ウ目タ テハチョ ウ科

M elita ea  sco to sia  Bu tler, 1878

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR ＋EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR＋EN ）

絶滅
（ EX）

昆
虫
類

絶
滅  

野
生
絶
滅

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

準
絶
滅
危
惧

情
報
不
足

107107


